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アライナー矯正治療は1926年にリメインスナイダーにより提唱され、その後アラインテクノロジ
ー社のインビザライン導入により多くの臨床で応用されるようになりました。最近では、CADソ
フトやシュミレーションソフト、3Dプリンターの進化や新素材の登場が内製（インハウス）化を
進め、治療のワークフローや計画、結果を大きく変えています。企業に製作依頼せず、自分のク
リニックで内製化するという手順が変わっただけではなく、アライナー矯正の概念が大きく変わ
ることで、治療のワークフロー、治療計画の立て方、そして治療結果も大きく変わりました。
従来の企業に依頼するアライナー矯正での常識がここで大きく変わろうとしています。今回この
分野でご活躍されている尾島賢治先生に詳しくインハウスアライナーについてご講義頂きます。
次世代のアライナー矯正治療の入り口をのぞいてみませんか？

インハウスアライナー革命！インハウスアライナー革命！
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